○山梨県動物の愛護及び管理に関する条例
平成十四年十月十六日

第三章　犬及びねこの多頭飼養
(多頭飼養者の遵守事項)

第十三条　犬又はねこの飼い主(動物取扱業者その他規則で定める者を除く。)で、その飼養施設の所在地のいずれかにおいて、その飼養する犬(生後九十一日未満のものを除く。次条第一項第三号において同じ。)の数若しくはねこ(生後九十一日未満のものを除く。次条第一項第三号において同じ。)の数又はこれらの数を合算した数(以下この章において「飼養数」という。)が十に達したもの(以下この章において「多頭飼養者」という。)は、第七条から第十条までに規定する事項を遵守するほか、適正に飼養することができる環境における終生飼養又は適正に飼養することができる者に対する譲渡が可能と見込まれる場合を除き、飼養する犬及びねこの数の増加を抑制するため繁殖を制限しなければならない。

(平一八条例一八・旧第十二条繰下・一部改正)

(多頭飼養の届出)

第十四条　多頭飼養者は、飼養数が十に達した日から三十日以内に、その飼養数が十に達した飼養施設の所在地ごとに、次に掲げる事項を知事に届け出なければならない。

一　氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名

二　飼養施設の所在地

三　犬及びねこの数

四　飼養の方法

五　その他規則で定める事項

2　前項の規定による届出には、飼養施設の配置図を添付しなければならない。

(平一八条例一八・旧第十三条繰下)

(変更の届出)

第十五条　前条第一項の規定による届出をした者は、同項第一号、第三号(数の増加の場合に限る。)、第四号及び第五号に掲げる事項に変更があったときは、遅滞なく、その旨を知事に届け出なければならない。ただし、同項第三号に掲げる事項の変更で規則で定める軽微なものについては、この限りでない。

2　前条第一項の規定による届出をした者は、当該届出に係る飼養施設の所在地における飼養を廃止したとき、及び当該届出に係る飼養数が十未満となったときは、遅滞なく、その旨を知事に届け出なければならない。

(平一八条例一八・旧第十四条繰下)

(助言又は指導)

第十六条　知事は、多頭飼養者の飼養する犬及びねこの健康と安全を保持し、又は周辺の生活環境の保全を図るために必要な限度において、当該多頭飼養者に対し、当該犬及びねこの飼養施設の構造及び飼養の方法について必要な助言又は指導を行うことができる。

(平一八条例一八・旧第十五条繰下)
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